



















































入れて対象に含めた。高野山奥之院参道では基礎残欠 2 基Z1（永仁 7 年）とZ2
（無銘）、高野山以外では、H塔（箸折峠塔）、T塔（東光寺塔）、C塔（長楽寺塔）
の 3 基を確認している。以上のように鎌倉時代に造立された塔・基礎残欠は、
























































No. 分　　類 名　　称 住　　所 造立時期 計測値引用先岡本 寺本 西暦
1 Ⅰ 輿山往生院 奈 生駒市有里町 1259 〇
2 Ⅰ 湯船 京 和束町五ノ瀬 1287 〇
3 Ⅳa 正寿寺 滋 東近江市柏木町 1291 川勝1
4 Ⅰ 熊山 岡 赤磐市奥吉原 1292 〇
5 Ⅰ 円福寺北塔 奈 生駒市有里町 1293 奈良教
6 Ⅳa 妙法寺薬師堂 滋 東近江市妙法寺町 1295 滋賀教
7 Ⅰ 興徳寺 大 能勢町野間大原 1296 能勢


















No. 分　　類 名　　称 住　　所 造立時期 計測値引用先岡本 寺本 西暦
9 Ⅰ 波多神社 奈 明日香村冬野 1298 〇
G Ⅴ Ⅱ 御所芝12番塔 和 高野町奥之院御所芝 1298 愛甲
Z1 Ⅰ 基礎残欠 和 高野町高野山霊宝館 1299 木下
12 Ⅳb 北畑八幡神社 滋 日野町北畑町 1299 池内
13 Ⅰ 金胎寺 京 和束町原山 1300 奈良史
14 Ⅳb 光明寺 滋 東近江市妹 1300 滋賀教
15 Ⅳb 比都佐神社 滋 日野町十禅寺 1304 池内
16 Ⅰ 金龍院 滋 甲賀市龍法師 1305 〇
17 Ⅳb 光林寺 滋 東近江市妙法寺町 1306 滋賀教
18 Ⅴ 大原北墓地 京 京都市左京区大原勝林院町 1313 〇
19 廃寺観音寺 滋 湖南市朝国 1313 池内
20 Ⅰ 堂応寺 岡 倉敷市真備町 1314
〇
H Ⅰ 箸折峠 和 田辺市中辺路町近露 1315
22 Ⅳb 勢田寺 滋 甲賀市甲南町杉谷 1316 甲賀史
23 Ⅰ 不動院 奈 山添村春日 1317 〇
24 摂取院 滋 蒲生郡日野町内池 1320 滋賀教
25 Ⅳb 津島神社 滋 蒲生郡日野町中在寺 1320 池内
26 Ⅴ 大長瀬 京 京都市左京区大原大長瀬町 1321 川勝2
G14 Ⅰ 基礎残欠
和 高野町奥之院御所芝 1323 巽
G15 Ⅰ 御所芝15番塔
29 清慶寺 兵 加西市中野町 1327 〇
30 Ⅳb 法光寺 滋 蒲生郡日野町北脇 1327 池内
31 Ⅳb 清福寺 滋 甲賀市水口町伴中山 1337 甲賀史
32 Ⅰ 雲雀山 和 有田市糸我町中番 1343
〇33 Ⅰ Ⅰ 野田 和 有田川町野田 1346
34 Ⅰ・A 施無畏寺（大） 和 湯浅町栖原 1351
35 願王寺 滋 東近江市蒲生大森町 1358
滋賀教
36 里口八幡神社 滋 蒲生郡日野町里口 1366
37 誓善寺 滋 蒲生郡日野町増田 1367 池内
38 Ⅰ 西行妻娘a 和 かつらぎ町上天野 13714）
〇
39 Ⅰ 西行妻娘b 和 かつらぎ町上天野 1372
40 Ⅰ・A 奥（おき） 和 有田川町奥 1373
41 Ⅰ・A 称名寺 和 有田市辻堂 1376
42 Ⅰ 小峯寺 和 橋本市小峯台 1379
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No. 分　　類 名　　称 住　　所 造立時期 計測値引用先岡本 寺本 西暦
43 木津薬師堂 滋 蒲生郡日野町木津 1379 池内
44 Ⅰ・A 施無畏寺（小） 和 湯浅町栖原 1381
〇
45 Ⅰ・A 善国寺 和 有田市宮原町道 1386
46 Ⅰ・A 成福寺5） 和 和歌山市松原 1387
47 Ⅱ 地蔵寺 和 紀の川市岸小野 1389
48 原共同墓地 滋 蒲生郡日野町原 1390 池内
49 Ⅲ 板尾阿弥陀堂 和 有田川町板尾 1392 〇
50 Ⅱ 見福寺1 和 東牟婁郡北山村下尾井 1394 伊藤
51 Ⅲ 専福寺 和 由良町江ノ駒 1396
〇
52 Ⅰ・A 筏立遺跡 和 有田川町大字歓喜寺 1399
53 Ⅰ 滝尻王子 和 田辺市中辺路町栗栖川 1399
54 Ⅱ 楠本 和 有田川町楠本 1401
55 Ⅰ 高津尾中木 和 日高川町高津尾中木 1415
56 Ⅱ 上天野大念仏 和 かつらぎ町上天野 1416
57 Ⅰ 高津尾広瀬 和 日高川町高津尾広瀬 1420
T Ⅱ 東光寺 和 日高郡印南町
無銘
C Ⅱ 長楽寺 和 有田郡有田川町植野
G10 Ⅱ 御所芝10番塔 和 高野町奥之院御所芝 愛甲
Z2 Ⅱ 基礎残欠 和 高野町高野山霊宝館 井筒
62 Ⅴ 三宝院墓地 京 京都市伏見区醍醐東大路町 京都教
63 Ⅳb 本光寺 大 能勢町山田
能勢史
64 Ⅳb 明月峠 大 能勢町明月峠
65 Ⅳb 寂照寺 滋 日野町蔵王
池内
66 妙楽寺址 滋 蒲生郡日野町川原
67 蓮乗寺 滋 東近江市稲垂町
68 光寿寺 滋 蒲生郡竜王町岡屋
69 瀧樹神社 滋 甲賀市土山町前野
甲賀史
70 西福寺 滋 甲賀市水口町貴生川
71 敬念寺 滋 東近江市桜川東町
池内72 大屋神社 滋 蒲生郡日野町大字杉
73 泉福寺 滋 甲賀市水口町泉
愛甲：愛甲・太田（1973）、池内：池内（2006）、井筒：井筒（1969）、伊藤：伊藤（2010）








編集を行った。笠の分類法（図 4 ）、塔身の分類法（図 5 ）、基礎の分類法（図





















K1001 K1 K21 KF211
図4　 笠の分類例　KF211の図は甲賀市史編さん委員会（2009） 
図93をもとに作成。他は岡本（2012）をもとに作成
T1 T11 T1111 T1001 T2
図5　塔身の分類例　川辺（1971）第 1 図をもとに作成（T2除く）
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K211 T111 B2、B21 26（B2）、（63、64）B21




KF211 T2 B21 3（正寿寺塔）
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とする。高さ方向に関しては自由度が 2 となるため（Δe）THを除外して、5 次
元のユークリッド距離を求めている（式4.2）。
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以下に計算例を 2 例（図 8 、図 9 ）示す。縦軸に相似誤差倍率N（N値が低い
ほど類似度が高くなる）を、横軸に造立年（西暦）をとり、基準となる宝篋印塔
に対する各塔の分布を示す。基準の塔を図 8 は宝 1 、図 9 は宝 3 としている。
南北朝から室町初期の宝57にかけて和歌山の塔は、いずれも右肩上がりにN
が増加するが、宝 1 よりも宝 3 の方が宝57に対しては距離が遠いことが分か
る。これは基礎を無地とする和歌山の塔は、大和系のⅠ類の形式、パーツ各
部の比率共に類似性が高く、一方基礎に格座間を有する滋賀の塔は、その逆



































































































T：東光寺 0.522 1329.1 鎌倉時代（印南町史編集室 1990）
C：長樂寺 0.499 1345.7 鎌倉末期（吉備町誌編纂委員会 1980）
G10：御所芝 0.508 1338.8 南北朝終わりから室町初期（愛甲・太田 1973）







66：妙楽寺跡 0.527 1326.2 鎌倉末期（川勝 1966）
68：光樹寺 0.547 1313.9 鎌倉時代後期（山川 2011）
70：西福寺 0.542 1316.5 鎌倉時代後期後半（1310～1333）の中頃8）
71：敬念寺 0.561 1305.9 南北朝9）（池内 2006）
72：大屋神社 0.547 1314.1 説①南北朝10）、説②1310年代後半（池内 2006）















評価指数では、 2 種の基礎アスペクト比（µb vs. µs）は基礎残欠を評価する
際に有効となる。










































































































番、15番塔（共に元亨 3 年）を除き、10番塔、12番塔（永仁 6 年）を含む13基は完全な計
測値が報告されている。
2） 伊藤（2010）には新宮市の宗応寺に 2 基の基礎残欠（1325年と1329年）の記載がある。






会（2014）によれば、紀年銘は応安 4 年（1371）で西行妻娘bよりも 1 年早い。寺本（2019）
ではどちらも応安 5 年（1372）としていたのをここで訂正する。
5） 寺本（2019）の誤記訂正。　　（誤）至徳 2 年（1385）→　（正）至徳 4 年（1387）
6） 青木繁伸氏HP　現在VBAマクロの配布はされておらず、ウエブでの解析になっている。
 “Black-Box　WWWでデータ解析”　http://aoki2.si.gunma-u.ac.jp/BlackBox/Black 
Box.htm
7） 文化庁「国指定文化財等データベース」三宝院宝篋印塔　https://kunishitei.bunka.
go.jp/bsys/index
8） 甲賀市史編さん委員会（2009）483頁。
9） 池内（2006）に川勝博士の説として記載があるが出典は不明である。
10） 滋賀県教育委員会事務局文化財保護課（1993）50頁の市町村指定のリストに掲載されて
いる。
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